
1.3  調査の進め方 
 

公共交通計画策定のための検討は、主に以下の 3 つのステップで実施した。なお、アンケー

ト調査として、市民、バス等公共交通利用者の意見やニーズを把握するとともに、方針検討に

おいては、地域住民の代表者等との意見交換会や交通事業関係者会議を開催した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○岩代地域 
○東和地域 

交通事業関係者会議

（H20 年 2 月実施） 

（H20 年 2 月実施） 
○二本松地域 
○安達地域 

地域意見交換会 

STEP2＞ 方針検討 

STEP1＞ 調 査 

（２）市内の公共交通の現状調査・分析     

・・・市内のバス等の公共交通の整備の状況、サービスの状

況、施設の立地状況などを調査・把握。 

交通事業者等ヒアリ

ング（H19 年 7 月実施）

（１）調査の計画・準備 

ニーズ調査、意見交換

150 配布→112 回収 
○ひょうたん号 

200 配布→119 回収 
○ようたすカー 

○路線バス 
540 配布→200 回収 

（H19 年 8 月実施） 
○郵送 

5683配布→2767回収

市民アンケート調査 

（４）公共交通サービスの問題点・課題の整理  

・・・（１）、（２）の調査をもとに、公共交通の現状の問題点・

課題を整理。 

（５）二本松市における“交通体系のあり方”の整理 

（基本方針の設定） 

・・・市の公共交通の基本方針として、「交通体系のあり方」

を設定。また、地区別の「交通体系のあり方」を設定。

（３）市民の公共交通利用実態・ニーズ調査・分析 

・・・市民の外出実態や、公共交通の利用状況、ニーズを把

握することを目的として、アンケートを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・・・今後の課題、進め方の整理。 

（７）今後の進め方等           

（６）再編ルート・システム検討および 

運行計画（案）の作成

・・・基本方針に基づき、「案」として再編ルート・システム

を検討し、市内の交通体系の運行計画（案）を策定。

STEP3＞ 計画策定 

図 1-2 調査フロー 
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